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厚生労働省（2015a）によると、2011 年において在宅で生活している 18 歳未満の障






2012 年の利用児童数は 47,074 人であったが、2014 年では 75,011 人に増加した。放課
後等ディサービスは、「授業の終了後又は休校日に、児童発達支援センター等の施設に通
わせ、生活能力向上のための必要な訓練、社会との交流促進などの支援を行う」もので
あり、2012 年の利用児童数は 53,590 人であったが、2014 年では 88,360 人に増加した。
医療型児童発達支援は、「日常生活における基本的な動作の指導、知識技能の付与、集団
生活への適応訓練などの支援及び治療を行う」ものであり、2012年の利用児童数は 2,797
人であったが、2014 年では 2,451 人に減少した。保育所等訪問支援は、「保育所等を訪
問し、障害児に対して、障害児以外の児童との集団生活への適応のための専門的な支援































障害のある児童、精神障害のある児童（発達障害者支援法｟平成 16 年法律第 167 号｠
第２条第２項に規定する発達障害児を含む。）又は治療方法が確立していない疾病その
他の特殊な疾病があって障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律


















































































































































国内の論考を中心として先行研究を検索・抽出した（2016 年９月 10 日現在）。その結
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       2013 年７月から 2014 年８月 
 
３）調査方法 






















 保育士の性別は、全員女性であった。年齢は「20 歳代」12 人（34.3％）、「30 歳代」
７人（20.0%）、「40 歳代」９人（25.7％）、「50 歳代」６人（17.1%）、「60 歳代」１人
（2.9％）であった．就業年数は、「５年未満」５人（14.3%）、「５年以上」７人（20.0%）、
「10 年以上」６人（17.1%）、「15 年以上」３人（8.6%）、「20 年以上」14 人（40.0%）
であった。 
 




















 保育士から得られた内容は 133 であり、「発達障害児及び発達につまずきのある児へ
の影響」、「保護者への影響」、「祖父母の態度」の３のカテゴリに分類した．カテゴリを































































































































































































































































































































































































































































Strengths and Difficulties Questionnaire；SDQ（Goodman，1997；Goodman，2001）、
自閉症スクリーニング質問紙である Autism Screening Questionnaire ； ASQ 
（Berument ら， 1999）、幼児用発達障害チェックリストである Checklist for 
Developmental Disabilities in Young Children；CHEDY（尾崎ら，2010；尾崎ら 2012）、
広汎性発達障害スクリーニング尺度乳幼児行動チェックリストである Infant behavior 
checklist revised；IBC-R（金井ら，2004）、発達障害児包括的アウトカム質問票である








既存の尺度より採用した項目の内訳は、SDQ からは 14 項目、ASQ からは６項目、































































































































































































平成 28 年３月 
 
（３）調査方法 















Mann－Whitney の U 検定を実施した。解析には統計解析ソフトには、統計パッケージ






 郵送した 300 部のうち回収数は 104 部であった（回収率 34.6％、有効回答率 94.0％）。
発達障害児及び発達につまずきのある児の祖父母との関わりの有無では、有群 77 人




あった。年齢は「20 歳代」27 人（26.0%）、「30 歳代」27 人（26.0%）、「40 歳代」29 人
（27.9%）、「50 歳代」16 人（15.4%）、「60 歳代」１人（0.9%）、「70 歳代」１名（0.9%）、
「回答なし」３人（2.9％）であった。就業年数は、「５年未満」９人（8.6%）、「５年以
上 10 年未満」23 人（22.1%）、「10 年以上 15 年未満」20 人（19.2%）、「15 年以上 20
年未満」13 人（12.5%）、「20 年以上 25 年未満」16 人（15.4%）、「25 年以上」14 人
（13.6%）、「回答なし」９人（8.6％）であった。発達障害児及び発達につまずきのある




































































































































有 161.73 22.69 .00＊＊
無 178.52 22.218
有 24.86 5.01 .00＊＊
無 28.46 5.93
有 15.05 2.58 .13
無 15.33 3.36
有 6.54 1.97     .00＊＊
無 8.42 2.24
有 2.59 .94 .16
無 2.83 .96
有 28.91 5.52     .00＊＊
無 31.74 4.49
有 9.59 2.21 .74
無 9.88 2.66
有 17.45 4.24 .13
無 18.87 3.72
有 9.01 3.17 .54
無 9.33 3.42
有 4.97 1.26 .61
無 4.75 1.48
有 10.26 2.93 .71
無 9.79 3.24
有 2.35 .93 .09†
無 2.71 1.04
有 8.95 3.23 .48
無 9.25 3.53
有 3.27 .68 .37
無 3.33 .92
有 10.75 3.08 .18
無 11.67 4.23
有 1.91 .91  .02＊
無 2.33 .92
有 2.99 .87 .16
無 3.21 .98










































他の子どもたちから、だいたい好かれているようだ 有 2.64 .72
無 2.42 .83
他の子どもたちより、大人といる方がうまくいくようだ 有 2.94 .75
無 3.00 .88
子どもの顔を見たり、笑いかけると笑顔で反応する 有 3.19 .73
無 2.54 .78
他の子どもとうまくかかわって遊んだりしない 有 2.58 .79
無 3.00 .88
見知らぬ人に接することを極端にさける 有 2.10 .92
無 2.25 .79
知っている人にたいしても極端に恥ずかしがる 有 1.74 .85
無 2.09 .95
一人でいるのが好きで、一人で遊ぶことが多い 有 2.59 .95
無 3.22 .74
仲の良い友だちが少なくとも一人はいる 有 2.65 1.01
無 2.30 1.15
他の子どもに興味がある 有 3.15 .80
無 2.57 .84
同年代の子どもと比較して友達が少ない 有 2.96 .97
無 3.39 .72
友だちを作ることに興味がない 有 2.46 .97
無 3.04 .82
あなたから話しかけた時、交互にやりとりが成立する意味の通った会話になる 有 2.49 .90
無 2.35 .88








適切な速さで話すことが難しい（たどたどしく話す。とても早口。） 有 2.65 .98
無 3.04 .93
同年齢の子どもと同じくらいに、表情のレパートリーがある 有 2.60 .91
無 2.13 .95
よその人が微笑みかけると笑顔で返す 有 2.76 .83
無 2.13 .80
嬉しい時や悲しい時でも、あまり表情を変えない 有 1.90 .84
無 2.67 .96
自分が興味をもつものや楽しいことを他の人と共有しようとする 有 2.41 .94
無 2.04 .77
怒られていても相手の気持ちが分からずケロッとしている 有 2.61 .97
無 3.21 .83
他人の気持ちをよく気づかう 有 1.83 .76
無 1.70 .63




他の子どもたちと、よく分け合う（おやつ・おもちゃ・鉛筆など） 有 1.80 .66
無 1.78 .60
自分からすすんでよく他人を手伝う（親・先生・子どもたちなど） 有 1.86 .78
無 1.70 .56
よく他の子とけんかしたり、いじめたりする 有 2.13 1.06
無 2.17 1.11
ほかの人を嫌がらせることをわざとする 有 2.10 1.05
無 2.35 1.07
ほかの人に怒りをぶつけたり仕返しをしたりする 有 2.23 1.11
無 2.26 1.14
他のひとの感情に無関心である 有 2.46 .94
無 3.00 .90






























































































































みたて遊びやごっこ遊びをする 有 2.45 .98
無 2.43 .90
同年齢の子どもと、鬼ごっこやかくれんぼなど、ルールのある集団遊びができない 有 2.84 .97
無 3.13 .87
遊びに介入されることを嫌がる 有 2.24 .83
無 2.43 .90
人やテレビの動作のまねをしない 有 1.96 .83
無 2.08 .78
いつもそわそわしたり、もじもじしている 有 2.59 1.00
無 2.61 .89
落ち着きがなく、長い間じっとしていられない 有 3.26 .89
無 3.42 .72
落ち着きがなく、手を離すとどこに行くかわからない 有 2.60 1.00
無 3.00 .80
座っていなければならない状況で座り続けることができない 有 3.00 .95
無 3.25 .94
気が散りやすい 有 3.31 .75
無 3.35 .71
遊びや余暇活動におとなしく参加することが難しい 有 2.70 .89
無 3.13 .87
カッとなったり、かんしゃくをおこしたりする事がよくある 有 2.54 1.09
無 2.71 1.08
おちこんでしずんでいたり、涙ぐんでいたりすることがよくある 有 1.88 .81
無 2.04 .71
嫌なことを「やられた」と思った瞬間に、すぐに手が出てしまう 有 2.40 1.11
無 2.29 1.12
怒りっぽくほかのことで簡単にいらいらする 有 2.19 .98
無 2.48 1.16
物の貸し借りができるようになる 有 2.31 .83
無 2.30 .70
自分の好きな物や興味のある物は一人で楽しんで、他の人に見せたりしない 有 2.29 .86
無 2.26 .75
素直で、だいたい大人のいうことをよく聞く 有 2.51 .70
無 2.26 .86
指示が終わる前に勝手に動き出す 有 2.82 .90
無 2.87 .69
質問が終わっていないのに答えてしまう 有 2.44 1.11
無 2.26 1.05
話をさえぎって自分の考えを突然述べようとする 有 2.51 1.12
無 2.35 1.07
依存的になる 有 2.35 .93
無 2.83 .89
ゲームや競争で一番にならないと気がすまない 有 2.08 1.09
無 2.22 1.24
みんなの遊びに強引に割り込み、邪魔をする 有 2.29 1.00
無 2.43 1.04
グループ活動で順番が待っていられない 有 2.66 .97
無 3.13 1.01
遊びで自分が負けそうになると、ルールを勝手に変える 有 1.92 1.00
無 1.87 1.06
お行儀がよくなる 有 1.73 .68
無 1.52 .59
おもちゃを正しい場所に片づけられない 有 2.18 .82
無 2.39 .89
部屋の掃除や片づけができない 有 2.44 .90
無 2.57 .99
食事の途中に席を離れる 有 2.12 1.06
無 2.33 1.13
日中におしっこや便をもらしてしまう 有 1.88 1.06
無 2.13 1.18
夜寝る時間、覚醒（目を覚ます）時間が不規則である 有 2.13 .91
無 2.54 1.06
あいさつができる 有 1.91 .91
無 2.33 .79
指示の理解が難しい 有 2.99 .87
無 3.35 .71




































































































































 研究への協力が得られた保育士は、「20 歳代」から「70 歳代」の幅広い年齢層であっ
た。保育士の就業年数は「5 年以上 10 年未満」23 人（22.1%）が最も多く、次いで「10
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チェックリスト LDDI（Learning Disabilities Diagnostic Inventory）及び LDI
（Learning Disabilities Inventory）を参考に、行動面（「不注意」「多動性―衝動性」）





























































平成 25 年８月～平成 26 年８月 
 
３）調査方法 




























めの検定は Mann‐Whitney の U 検定を用いた。統計解析ソフトには、統計パッケージ






「男児」は 28 人（75.7％）、20 人が交流有群、８人が交流無群。「女児」は９人（24.3％）、
８人が交流有群、１人が交流無群。年齢では、「３歳」は 11 人（29.7％）、７人が交流有
群、４人が交流無群。「４歳」は 10 人（27.0％）、８人が交流有群、２人が交流無群。「５
歳」は 12 人（32.4％）、10 人が交流有群、２人が交流無群。「6 歳」は４人（10.8％）、
３人が交流有群、１人が交流無群。医療機関との関わりが有るのは 19 人（51.4％）、内
12 人が診断を有し、14 人が交流有群、5 人が交流無群。医療機関との関わりが無いのは
63 
 
18 人（48.6％）、14 人が交流有群、４人が交流無群。療育機関との関わりが有るのは 24
















































全体（ｎ＝37） 有群（ｎ＝28） 無群（ｎ＝9） χ 2検定
性別 男児 28（75.7） 20（71.4） 8（88.9） n.s
女児 9（24.3） 8（28.6） 1（11.1）
年齢 3歳 11（29.7） 7（25.0） 4（44.4） n.s
4歳 10（27.0） 8（28.6） 2（22.2）
5歳 12（32.4） 10（35.7） 2（22.2）
6歳 4（10.8） 3（10.7） 1（11.1）
医療機関の関わり 有 19（51.4） 14（50.0) 5（55.6) n.s
(内診断あり 12）
無 18（48.6） 14（50.0) 4（44.4)
療育機関の関わり 有 24（64.9） 16（57.1) 8（88.9) n.s







Table 3-2 祖父母との日常的交流の有無とつまずきチェックシートの各項目との関係 
 




































































































































































































































Table 3-2 祖父母との日常的交流の有無とつまずきチェックシートの各項目との関係 
 
続き

























































































































































































































































































































平成 28 年３月 
 
３）調査方法 












































統計解析ソフトには、統計パッケージ SPSS Statistics 19 を使用した。 
 
３．研究結果 





あった。年齢は「20 歳代」27 人（26.0%）、「30 歳代」27 人（26.0%）、「40 歳代」29 人
（27.9%）、「50 歳代」16 人（15.4%）、「60 歳代」１人（0.9%）、「70 歳代」１名（0.9%）、
「回答なし」３人（2.9％）であった。就業年数は、「５年未満」９人（8.6%）、「５年以
上 10 年未満」23 人（22.1%）、「10 年以上 15 年未満」20 人（19.2%）、「15 年以上 20
年未満」13 人（12.5%）、「20 年以上 25 年未満」16 人（15.4%）、「25 年以上」14 人
（13.6%）、「回答なし」９人（8.6％）であった。発達障害児及び発達につまずきのある




や勉強会の受講の有無は、「有」86 人（82.8％）、「無」10 人(9.6％)であった。 
 
（２）児の属性 （Table 3-4） 
 児の属性は、「男児」76 人（78.4％）、「女児」13 人（12.4％）、「回答なし」８人（8.2％）











25 人（30.9％）、「週に 1 回以上」28 人（34.6％）、「月に１回以上」19 人（23.5％）、「年
に 1 回以上」6 人（7.4％）、「回答なし」２人（2.5％）であった。「健康状態」は、「良






































































































































































男 女 χ ２ 3歳 4歳 5歳 6歳 χ ２ 有 無 χ ２ 有 無 χ ２
交流の程度 高 41(52.6) 24(30.8) .39 7(9.2) 15(19.7) 18(23.7) 12(15.8) .17 22（28.2） 31（39.7） .59 31（39.7） 22（28.2） .42
低 12(15.4) 1(1.3) 8(10.5) 8(10.5) 7(9.2) 1(1.3) 12（15.4） 13（16.7） 17（21.8） 8（16.3）
健康状態の程度 高 59(72.0) 12(14.6) .51 14(17.5) 18(22.5) 23(28.8) 15(18.8) .11 34（41.5） 37（45.1） .20 45（54.9） 26（31.7） .99
低 10(12.2) 1(1.2) 1(1.3) 6(7.5) 3(3.8) 0(0.0) 3（3.7） ８（9.8） 7（8.5） 4（4.9）
障害理解の程度 高 35(44.9) 9(11.5) .31 6(7.9) 11(14.5) 18(23.7) 8(10.5) .24 27（34.6） 17（21.8） .00＊＊ 36（46.2） 8（10.3） .00＊＊
低 30(38.5) 4(5.1) 8(10.5) 12(15.8) 7(9.2) 6(7.9) 10（12.8） 24（30.8） 15（19.2） 19（24.4）
育児協力の程度 高 53(67.9) 12(15.4) .34 13(16.9) 16(20.8) 23(29.9) 12(15.6) .20 31（39.7） 34（43.6） .92 41（52.6） 24（30.8） .34
低 12(15.4) 1(1.3) 2(2.6) 7(9.1) 2(2.6) 2(2.6) 6（7.7） 7（9.0） 10（12.8） 3（3.8）
保護者との関係性の程度 高 49(70.0) 12(17.1) .54 12(17.6) 15(22.1) 20(29.4) 12(17.6) .20 31（44.3） 30（42.9） .72 40（57.1） 21（30.0） .56
低 8(11.4) 1(1.4) 0(0.0) 5(7.4) 3(4.4) 1(1.5) 4（5.7） 5（7.1） 5（7.1） 4（5.7）
住居 同居 15(18.8) 4(5.0) .52 4(5.1) 3(3.8) 7(9.0) 4(5.1) .53 8（10.0） 11（13.8） .68 12（15.0） 7（8.8） .95

































































Table 3-7 祖父母の属性とつまずきチェックシートとの関係 
           （有意差及び有意傾向があったものを表記） 
 
高：53名 低：25名 高：71名 低：11名 高：44名 低：34名 高：65名 低：13名 高：61名 低：9名 同居：19名別居：61名
Ｍ（ＳＤ） Ｕ Ｍ（ＳＤ） Ｕ Ｍ（ＳＤ） Ｕ Ｍ（ＳＤ） Ｕ Ｍ（ＳＤ） Ｕ Ｍ（ＳＤ） Ｕ
高 1.51 (1.08) .05* 1.52 (1.06) .005** 同 居
低 1.00 (.95) .55 (.68) 別 居
高 同 居 2.63 (.59) .09†
低 別 居 2.18 (1.00)
高 2.54 (.82) .02＊ 同 居 2.84 (.50) 023＊
低 1.78 (1.20) 別 居 2.38 (.93)
高 2.17 (1.08) .047* 同 居 2.47 (1.02) .06†
低 1.45 (1.12) 別 居 1.98 (1.10)
高 1.25 (1.27) .01** 同 居
低 .52 (.91) 別 居
高 1.28 (1.09) .02* 同 居
低 .68 (.74) 別 居
高 1.12 (1.26) .09† 同 居
低 .60 (.95) 別 居
高 1.62 (1.19) .08† 1.68 (1.15) .06† 同 居 1.95 (1.22) .05*
低 1.12 (1.13) 1.18 (1.19) 別 居 1.34 (1.15)
高 1.66 (1.09) .04* 1.52 (1.08) .08† 同 居
低 1.16 (.94) .91 (.94) 別 居
高 2.02 (1.06) .06† 同 居
低 1.50 (1.33) 別 居
高 .97 (1.18) .00** 同 居
低 2.00 (1.29) 別 居
高 1.03 (1.21) .09† 同 居
低 1.62 (1.19) 別 居
高 1.28 (1.20) .08† 同 居
低 1.92 (1.11) 別 居
高 1.50 (1.26) .06† 同 居
低 .97 (1.33) 別 居
高 1.82 (1.29) .01** 同 居
低 1.12 (1.24) 別 居
高 150 (1.30) .05* 同 居
低 .88 (1.01) 別 居
高 2.25 (1.01) .05* 同 居
低 2.77 (.59) 別 居
高 2.28 (.98) .03* 同 居
低 1.72 (1.17) 別 居
日々の活動で忘れっぽい。 高 1.66 (1.11) .08† 同 居
低 2.03 (1.24) 別 居
高 2.16 （.98） .06† 2.20 (.97) .02* 同 居
低 2.50 (.86) 2.77 (.59) 別 居
活動中や座っているべき時に席を離れてしまう。 高 1.86 (1.10) .05* 1.84 (1.09) .09† 同 居
低 2.46 (.877) 2.44 (.88) 別 居
高 2.13 (1.07) .05* 同 居
低 1.68 (.98) 別 居
高 1.61 (1.03) .03* 同 居
低 2.12 (1.17) 別 居
過度にしゃべる。 高 1.81 (1.16) .008** 1.23 (1.13) .00** 同 居
低 1.12 (.88) 1.94 (1.04) 別 居
高 1.68 (1.22) .008** 同 居
低 .92 (.86) 別 居
高 1.94 (1.20) .01* 同 居
低 1.32 (1.14) 別 居
大人びている。ませている。 高 .43 (.74) .03* 同 居
低 .08 (.27) 別 居
高 .23 (.54) .03* 同 居
低 .00 (.00) 別 居
高 .88 (.83) .07† 同 居
低 1.38 (.96) 別 居
共感性が乏しい。 高 1.40 (.78) .08† 同 居
低 1.77 (.59) 別 居
高 1.15 (.88) .01** .06 (.89) .01** 同 居
低 .60 (.81) .36 (.67) 別 居
仲の良い友人がいない。 高 .94 (.86) .09† 同 居



























































































４）児と最もよく交流している祖父母の各属性の相関（Table 3-8 ） 
 「交流の程度」では、「健康状態」（r ＝.32，p <.01）、「育児協力」（r ＝.56，p <.01）、
「保護者との関係」（r ＝.23，p <.05）に正の有意な相関があったが、「障害理解の程度」
とは、相関はなかった。「健康状態の程度」では、「障害理解の程度」（r ＝.35，p <.01）、











 研究への協力が得られた保育士は、「20 歳代」から「70 歳代」の幅広い年齢層であっ
た。保育士の就業年数は「5 年以上 10 年未満」23 人（22.1%）が最も多く、次いで「10






 1 2 3 4 5
１　交流の程度 .32** .21 .56** .23*





























が最も多く、「少し理解している」19 人（23.5%）を合わせると 5 割以上が児の障害を
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         インタビューより得られた内容は、101 であり、【孫との交流】、【障害理解】、【育児協
力】、【保護者との関係性】、【関係機関との関わり支援】の５つのカテゴリに分類した。








































































Table 4-1 祖父母の育児の関与と思いについてのインタビュー 
 












































































































Table 4-1 祖父母の育児の関与と思いについてのインタビュー 
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1 聞き違いがある。（「知った」を「行った」と聞き間違いをする。） 3 2 1 0
2 聞きもらしがある。 3 2 1 0
3 個別に言われると聞き取れるが、集団指示では難しい。 3 2 1 0
4 指示の理解が難しい。 3 2 1 0
5 友だちどうしで話をする時に、話の流れについて行けないことがある。 3 2 1 0
領域　「話す」　（チェック：0＝ない、1＝まれにある、2＝ときどきある、3＝よくある）
1 適切な速さで話すことが難しい。（たどたどしく話す。とても早口。） 3 2 1 0
2 ことばにつまることがある 3 2 1 0
3 単語を羅列したり、短い文で内容的に乏しい話をする。 3 2 1 0
4 思いつくままに話すなど、筋道の通った話をするのが難しい。 3 2 1 0
5 内容をわかりやすく伝えることが難しい。 3 2 1 0
領域　「読む 」　（チェック：0＝ない、1＝まれにある、2＝ときどきある、3＝よくある）
1 よく似た文字の見分けがつかない。 3 2 1 0
2 絵本を見ようとしない。 3 2 1 0
3 数字のひろい読みが難しい。 3 2 1 0
4 同じ文字を繰り返し読んだり文字をとばして読んだりする。 3 2 1 0
5 文字を読むことに興味関心がない。 3 2 1 0
領域　「書く」　（チェック：0＝ない、1＝まれにある、2＝ときどきある、3＝よくある）
1 直線がまっすぐ引けない。 3 2 1 0
2 丸の書き始めと終わりが離れている。 3 2 1 0
3 自分の名前をひらがなで書こうとしない。 3 2 1 0
4 なぞり書きがおおきくずれる。 3 2 1 0
5 塗り絵でぬり残しが多かったり大きくはみ出したりする。 3 2 1 0
領域　「計算する」　（チェック：0＝ない、1＝まれにある、2＝ときどきある、3＝よくある）
1 グループにおやつを配る時に１つ不足していることがわからない。 3 2 1 0
2 さいころを使って遊べない。 3 2 1 0
3 10までの数唱ができない。 3 2 1 0
4 グループの人数を確認しておやつを配ることができない。 3 2 1 0
5 数の大小がわからない。 3 2 1 0
領域　「推論する」　（チェック：0＝ない、1＝まれにある、2＝ときどきある、3＝よくある）
1 長さやかさの比較をすることが難しい。 3 2 1 0
2 丸やひし形などの図形の模写をすることが難しい。 3 2 1 0
3 ジャンケンで勝ち負けがわからない。 3 2 1 0
4 しりとり遊びで次につなげることが難しい。 3 2 1 0













1 細かいところまで注意を払わなかったり、不注意な間違いをしたりする。 3 2 1 0
2 課題や遊びの活動で注意を集中し続けることが難しい。 3 2 1 0
3 面と向かって話しかけられているのに、聞いていないように見える。 3 2 1 0
4 指示に従えなかったり、指示した事柄を最後までやり遂げられなかったりする。 3 2 1 0
5 課題や活動を順序立てて行うことが難しい。 3 2 1 0
6 集中して努力を続けなければならない課題を避ける。 3 2 1 0
7 活動や遊びに必要な物をなくしてしまう。 3 2 1 0
8 気が散りやすい。 3 2 1 0
9 日々の活動で忘れっぽい。 3 2 1 0
領域　「多動性―衝動性」（チェック：0＝ない、1＝ときどきある、2＝しばしばある、3.＝非常にしばしばある）
1 手足をそわそわ動かしたり、着席していても、もじもじしたりする。 3 2 1 0
2 活動中や座っているべき時に席を離れてしまう。 3 2 1 0
3 きちんとしていなければならない時に、過度に走り回ったりよじ登ったりする。 3 2 1 0
4 遊びや余暇活動におとなしく参加することが難しい。 3 2 1 0
5 じっとしていない。または何かに駆り立てるように活動する。 3 2 1 0
6 過度にしゃべる。 3 2 1 0
7 質問が終わらない内に出し抜けに答えてしまう。 3 2 1 0
8 順番を待つのが難しい。 3 2 1 0
9 他の人がしていることをさえぎったり、じゃまをしたりする。 3 2 1 0
領域　「対人関係やこだわり等」（チェック：0＝いいえ、1＝多少、2＝はい）
1 大人びている。ませている。 2 1 0
2 みんなから「○○博士」「○○教授」と思われている。（例：カレンダー博士） 2 1 0
3 他の子どもは興味を持たないことに興味があり、「自分だけの世界」を持っている。 2 1 0
4 特定の分野の知識を蓄えているが、丸暗記であり、意味をきちんとは理解していない。 2 1 0
5 含みのある言葉や嫌みを言われてもわからず、言葉通りに受け止めてしまうことがある。 2 1 0
6 会話の仕方が形式的であり、抑揚なく話したり、間合いが取れなかったりすることがある。 2 1 0
7 言葉を組み合わせて、自分だけにしかわからないような造語を作る。 2 1 0
8 独特な声で話すことがある。 2 1 0
9 2 1 0
10 とても得意なことがある一方で、極端に苦手なものがある。 2 1 0
11 いろいろな話をするが、その時の場面や相手の感情や立場を理解しない。 2 1 0
12 共感性が乏しい。 2 1 0
13 周りの人が困惑するようなことも、配慮しないで言ってしまう。 2 1 0
14 独特な目つきをすることがある。 2 1 0
15 友達と仲良くしたいと思っても、友達関係をうまく築けない。 2 1 0
16 友達がそばにいるが、一人で遊んでいる。 2 1 0
17 仲の良い友人がいない。 2 1 0
18 常識が乏しい。（決まりきった行動が身につかない。危険なことがわからない。） 2 1 0
19 球技やゲームをする時、仲間と協力することに考えが及ばない。 2 1 0
20 動作やジェスチャーが不器用で、ぎこちないことがある。 2 1 0
21 意図的でなく、頭や体を動かすことがある。 2 1 0
22 ある行動や考えに強くこだわることによって、簡単な日常の活動ができなくなることがある。 2 1 0
23 自分なりの独特な日課や手順があり、変更や変化を嫌がる。 2 1 0
24 特定の物に執着がある。 2 1 0
25 他の子どもたちからいじめられることがある。 2 1 0
26 独特な表情をしていることがある。 2 1 0











1 聞き違いがある。（「知った」を「行った」と聞き間違いをする。） 3 2 1 0
2 聞きもらしがある。 3 2 1 0
3 個別に言われると聞き取れるが、集団指示では難しい。 3 2 1 0
4 指示の理解が難しい。 3 2 1 0
5 友だちどうしで話をする時に、話の流れについて行けないことがある。 3 2 1 0
領域　「話す」　（チェック：0＝ない、1＝まれにある、2＝ときどきある、3＝よくある）
1 適切な速さで話すことが難しい。（たどたどしく話す。とても早口。） 3 2 1 0
2 ことばにつまることがある 3 2 1 0
3 単語を羅列したり、短い文で内容的に乏しい話をする。 3 2 1 0
4 思いつくままに話すなど、筋道の通った話をするのが難しい。 3 2 1 0
5 内容をわかりやすく伝えることが難しい。 3 2 1 0
領域　「読む 」　（チェック：0＝ない、1＝まれにある、2＝ときどきある、3＝よくある）
1 よく似た文字の見分けがつかない。 3 2 1 0
2 絵本を見ようとしない。 3 2 1 0
3 数字のひろい読みが難しい。 3 2 1 0
4 同じ文字を繰り返し読んだり文字をとばして読んだりする。 3 2 1 0
5 文字を読むことに興味関心がない。 3 2 1 0
領域　「書く」　（チェック：0＝ない、1＝まれにある、2＝ときどきある、3＝よくある）
1 直線がまっすぐ引けない。 3 2 1 0
2 丸の書き始めと終わりが離れている。 3 2 1 0
3 自分の名前をひらがなで書こうとしない。 3 2 1 0
4 なぞり書きがおおきくずれる。 3 2 1 0
5 塗り絵でぬり残しが多かったり大きくはみ出したりする。 3 2 1 0
領域　「計算する」　（チェック：0＝ない、1＝まれにある、2＝ときどきある、3＝よくある）
1 グループにおやつを配る時に１つ不足していることがわからない。 3 2 1 0
2 さいころを使って遊べない。 3 2 1 0
3 10までの数唱ができない。 3 2 1 0
4 グループの人数を確認しておやつを配ることができない。 3 2 1 0
5 数の大小がわからない。 3 2 1 0
領域　「推論する」　（チェック：0＝ない、1＝まれにある、2＝ときどきある、3＝よくある）
1 長さやかさの比較をすることが難しい。 3 2 1 0
2 丸やひし形などの図形の模写をすることが難しい。 3 2 1 0
3 ジャンケンで勝ち負けがわからない。 3 2 1 0
4 しりとり遊びで次につなげることが難しい。 3 2 1 0
5 早合点や飛躍した考えをする。 3 2 1 0
領域　「不注意」　（チェック：0＝ない、1＝ときどきある、2＝しばしばある、3.＝非常にしばしばある）
1 細かいところまで注意を払わなかったり、不注意な間違いをしたりする。 3 2 1 0
2 課題や遊びの活動で注意を集中し続けることが難しい。 3 2 1 0
3 面と向かって話しかけられているのに、聞いていないように見える。 3 2 1 0
4 指示に従えなかったり、指示した事柄を最後までやり遂げられなかったりする。 3 2 1 0
5 課題や活動を順序立てて行うことが難しい。 3 2 1 0
6 集中して努力を続けなければならない課題を避ける。 3 2 1 0
7 活動や遊びに必要な物をなくしてしまう。 3 2 1 0
8 気が散りやすい。 3 2 1 0


















1 手足をそわそわ動かしたり、着席していても、もじもじしたりする。 3 2 1 0
2 活動中や座っているべき時に席を離れてしまう。 3 2 1 0
3 きちんとしていなければならない時に、過度に走り回ったりよじ登ったりする。 3 2 1 0
4 遊びや余暇活動におとなしく参加することが難しい。 3 2 1 0
5 じっとしていない。または何かに駆り立てるように活動する。 3 2 1 0
6 過度にしゃべる。 3 2 1 0
7 質問が終わらない内に出し抜けに答えてしまう。 3 2 1 0
8 順番を待つのが難しい。 3 2 1 0
9 他の人がしていることをさえぎったり、じゃまをしたりする。 3 2 1 0
領域　「対人関係やこだわり等」（チェック：0＝いいえ、1＝多少、2＝はい）
1 大人びている。ませている。 2 1 0
2 みんなから「○○博士」「○○教授」と思われている。（例：カレンダー博士） 2 1 0
3 他の子どもは興味を持たないことに興味があり、「自分だけの世界」を持っている。 2 1 0
4 特定の分野の知識を蓄えているが、丸暗記であり、意味をきちんとは理解していない。 2 1 0
5 含みのある言葉や嫌みを言われてもわからず、言葉通りに受け止めてしまうことがある。 2 1 0
6 会話の仕方が形式的であり、抑揚なく話したり、間合いが取れなかったりすることがある。 2 1 0
7 言葉を組み合わせて、自分だけにしかわからないような造語を作る。 2 1 0
8 独特な声で話すことがある。 2 1 0
9 2 1 0
10 とても得意なことがある一方で、極端に苦手なものがある。 2 1 0
11 いろいろな話をするが、その時の場面や相手の感情や立場を理解しない。 2 1 0
12 共感性が乏しい。 2 1 0
13 周りの人が困惑するようなことも、配慮しないで言ってしまう。 2 1 0
14 独特な目つきをすることがある。 2 1 0
15 友達と仲良くしたいと思っても、友達関係をうまく築けない。 2 1 0
16 友達がそばにいるが、一人で遊んでいる。 2 1 0
17 仲の良い友人がいない。 2 1 0
18 常識が乏しい。（決まりきった行動が身につかない。危険なことがわからない。） 2 1 0
19 球技やゲームをする時、仲間と協力することに考えが及ばない。 2 1 0
20 動作やジェスチャーが不器用で、ぎこちないことがある。 2 1 0
21 意図的でなく、頭や体を動かすことがある。 2 1 0
22 ある行動や考えに強くこだわることによって、簡単な日常の活動ができなくなることがある。 2 1 0
23 自分なりの独特な日課や手順があり、変更や変化を嫌がる。 2 1 0
24 特定の物に執着がある。 2 1 0
25 他の子どもたちからいじめられることがある。 2 1 0
26 独特な表情をしていることがある。 2 1 0
27 独特な姿勢をしていることがある。 2 1 0
つまずきチェックシートの子どもについてお聞きいたします。




★ 祖父母との交流の有無：　　　　　　　　　　　　   有　　　　　　　無　　　
























































1 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）他の子どもたちから、だいたい好かれているようだ 4 3 2 1
2 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）他の子どもたちより、大人といる方がうまくいくようだ 4 3 2 1
3 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）子どもの顔を見たり、笑いかけると笑顔で反応する 4 3 2 1
4 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）他の子どもとうまくかかわったり遊んだりしない 4 3 2 1
5 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）見知らぬ人に接することを極端にさける 4 3 2 1
6 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）知っている人にたいしても極端に恥ずかしがる 4 3 2 1
7 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）一人でいるのが好きで、一人で遊ぶことが多い 4 3 2 1
8 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）仲の良い友だちが少なくとも一人はいる 4 3 2 1
9 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）他の子ともに興味がある 4 3 2 1
10 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）同年代の子どもと比較して友達が少ない 4 3 2 1












4 3 2 1




4 3 2 1
17 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）同年齢の子どもと同じくらいに、表情のレパートリーがある 4 3 2 1
18 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）よその人が微笑みかけると笑顔で返す 4 3 2 1
19 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）嬉しい時や悲しい時でも、あまり表情を変えない 4 3 2 1




4 3 2 1
22 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）他人の気持ちをよく気づかう 4 3 2 1




4 3 2 1
25 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）他の子どもたちと、よく分け合う（おやつ・おもちゃ・鉛筆など） 4 3 2 1
26 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）自分からすすんでよく他人を手伝う（親・先生・子どもたちなど） 4 3 2 1
27 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）よく他の子とけんかしたり、いじめたりする 4 3 2 1
28 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）ほかの人を嫌がらせることをわざとする 4 3 2 1
29 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）ほかの人に怒りをぶつけたり仕返しをしたりする 4 3 2 1
30 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）他のひとの感情に無関心である 4 3 2 1




4 3 2 1
33 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）遊びに介入されることを嫌がる 4 3 2 1
34 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）人やテレビの動作のまねをしない 4 3 2 1







36 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）落ち着きがなく、長い間じっとしていられない 4 3 2 1
37 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）落ち着きがなく、手を離すとどこに行くかわからない 4 3 2 1
38 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）座っていなければならない状況で座り続けることができない 4 3 2 1
39 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）カッとなったり、かんしゃくをおこしたりする事がよくある 4 3 2 1
40 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）おちこんでしずんでいたり、涙ぐんでいたりすることがよくある 4 3 2 1
41 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）嫌なことを「やられた」と思った瞬間に、すぐに手が出てしまう 4 3 2 1
42 （祖父母と交流の有る 発達障害児（疑い含む）は）怒りっぽくほかのことで簡単にいらいらする 4 3 2 1




4 3 2 1
45 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）素直で、だいたい大人のいうことをよく聞く 4 3 2 1
46 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）指示が終わる前に勝手に動き出す 4 3 2 1
47 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）質問が終わっていないのに答えてしまう 4 3 2 1
48 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）話をさえぎって自分の考えを突然述べようとする 4 3 2 1
49 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）依存的になる 4 3 2 1
50 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）ゲームや競争で一番にならないと気がすまない 4 3 2 1
51 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）みんなの遊びに強引に割り込み、邪魔をする 4 3 2 1
52 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）グループ活動で順番が待っていられない 4 3 2 1
53 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）遊びで自分が負けそうになると、ルールを勝手に変える 4 3 2 1
54 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）お行儀がよくなる 4 3 2 1
55 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）おもちゃを正しい場所に片づけられない 4 3 2 1
56 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）部屋の掃除や片づけができない 4 3 2 1
57 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）食事の途中に席を離れる 4 3 2 1
58 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）日中におしっこや便をもらしてしまう 4 3 2 1
59 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）夜寝る時間、覚醒（目を覚ます）時間が不規則である 4 3 2 1
60 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）あいさつができる 4 3 2 1
61 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）指示の理解が難しい 4 3 2 1
62 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）適切な速さで話すことが難しい（たどたどしく話す。とても早口。） 4 3 2 1
63 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）絵本を見ようとしない 4 3 2 1
64 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）気が散りやすい 4 3 2 1




















































1 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）他の子どもたちから、だいたい好かれているようだ 4 3 2 1
2 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）他の子どもたちより、大人といる方がうまくいくようだ 4 3 2 1
3 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）子どもの顔を見たり、笑いかけると笑顔で反応する 4 3 2 1
4 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）他の子どもとうまくかかわったり遊んだりしない 4 3 2 1
5 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）見知らぬ人に接することを極端にさける 4 3 2 1
6 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）知っている人にたいしても極端に恥ずかしがる 4 3 2 1
7 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）一人でいるのが好きで、一人で遊ぶことが多い 4 3 2 1
8 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）仲の良い友だちが少なくとも一人はいる 4 3 2 1
9 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）他の子ともに興味がある 4 3 2 1
10 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）同年代の子どもと比較して友達が少ない 4 3 2 1












4 3 2 1




4 3 2 1
17 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）同年齢の子どもと同じくらいに、表情のレパートリーがある 4 3 2 1
18 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）よその人が微笑みかけると笑顔で返す 4 3 2 1
19 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）嬉しい時や悲しい時でも、あまり表情を変えない 4 3 2 1




4 3 2 1
22 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）他人の気持ちをよく気づかう 4 3 2 1




4 3 2 1
25 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）他の子どもたちと、よく分け合う（おやつ・おもちゃ・鉛筆など） 4 3 2 1
26 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）自分からすすんでよく他人を手伝う（親・先生・子どもたちなど） 4 3 2 1
27 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）よく他の子とけんかしたり、いじめたりする 4 3 2 1
28 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）ほかの人を嫌がらせることをわざとする 4 3 2 1
29 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）ほかの人に怒りをぶつけたり仕返しをしたりする 4 3 2 1
30 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）他のひとの感情に無関心である 4 3 2 1




4 3 2 1
33 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）遊びに介入されることを嫌がる 4 3 2 1
34 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）人やテレビの動作のまねをしない 4 3 2 1







36 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）落ち着きがなく、長い間じっとしていられない 4 3 2 1
37 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）落ち着きがなく、手を離すとどこに行くかわからない 4 3 2 1
38 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）座っていなければならない状況で座り続けることができない 4 3 2 1
39 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）カッとなったり、かんしゃくをおこしたりする事がよくある 4 3 2 1
40 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）おちこんでしずんでいたり、涙ぐんでいたりすることがよくある 4 3 2 1
41 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）嫌なことを「やられた」と思った瞬間に、すぐに手が出てしまう 4 3 2 1
42 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）怒りっぽくほかのことで簡単にいらいらする 4 3 2 1




4 3 2 1
45 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）素直で、だいたい大人のいうことをよく聞く 4 3 2 1
46 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）指示が終わる前に勝手に動き出す 4 3 2 1
47 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）質問が終わっていないのに答えてしまう 4 3 2 1
48 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）話をさえぎって自分の考えを突然述べようとする 4 3 2 1
49 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）依存的になる 4 3 2 1
50 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）ゲームや競争で一番にならないと気がすまない 4 3 2 1
51 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）みんなの遊びに強引に割り込み、邪魔をする 4 3 2 1
52 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）グループ活動で順番が待っていられない 4 3 2 1
53 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）遊びで自分が負けそうになると、ルールを勝手に変える 4 3 2 1
54 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）お行儀がよくなる 4 3 2 1
55 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）おもちゃを正しい場所に片づけられない 4 3 2 1
56 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）部屋の掃除や片づけができない 4 3 2 1
57 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）食事の途中に席を離れる 4 3 2 1
58 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）日中におしっこや便をもらしてしまう 4 3 2 1
59 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）夜寝る時間、覚醒（目を覚ます）時間が不規則である 4 3 2 1
60 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）あいさつができる 4 3 2 1




4 3 2 1
63 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）絵本を見ようとしない 4 3 2 1
64 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）気が散りやすい 4 3 2 1




4 3 2 1
ご意見、ご感想があればご記入下さい。
ご記入いただいた保育士の方についてお聞きいたします。
年齢：　　　　20代　　　30代　　40代　　50代　　60代　　60代以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
性別：　　　　男　　　　女
保育士の経験年数：　　　年
発達障害児に関する研修や勉強会の受講の有無：　　　　有　　　　無
発達障害児または疑いのある子どもを担当した年数：　　　　年
もう一度、記入漏れがないか、ご確認下さい。
ご協力を誠にありがとうございました。
